
令和 4年（2022年）11月 10日（木） 

総合教育会議資料 

学校教育部 学校教育課 

 

議題１ 

教育課題に関する取組について（報告） 

 

１ 校則の公表（別紙１参照） 

 ①本市における学校の約束等（以降、校則）については、主に中学校においてその公表

の在り方について、議論を重ねている。 

②議論の内容としては、本市における校則については、全 12中学校でその内容につい

て、生徒主体で決めている経緯がある。 

③生徒主体で決める観点から、HPに公表をすることで、過度な学校間比較や周囲の意見

によって、生徒の思いを取り入れることができなくなるのではと学校は懸念してい

る。 

④生徒との対話や意見交換など生徒の主体性を尊重した HPへの公開を検討している。 

⑤教育委員会 HPに現在の校則を載せ、宝塚市全中学校が生徒と校則の取組について進

めていることを周知する。 

 

２ 中学校の卒業式の日程 

 ①宝塚市の卒業式の日程は、宝塚市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則第 4条

の２に定められる通り、3月 13日としている。 

②中学校の卒業式の日が休業日又は連続する休業日の翌日に当たるときは、中学校の卒

業式の日を 3月 13日前の直近の授業日とするとしている。 

③同条の５に定める教育長が特に必要があると認めるときは、全各項に定める始業式の

日、入学式の日、卒業式の日及び終業式の日を変更することができる 

④現在中学校の卒業式について、教育委員会と中学校校長会が協議を行い、子ども達に

とって有意義な卒業式となるよう日程について検討を行っている。 

 

３ 部活動地域移行（別紙２参照） 

 ①部活動地域移行について、子どもが主体的に活動できるように、検討委員会を立ち上

げる予定にしており、教育委員会全体で協議中である。 

②まずは、国の提言するとおり、土日について部活動の地域移行を検討。 

③来年度については、モデル校を選定、土日の地域移行について、モデル的に実施し、

検証を行う。 

④10月 29日（土）に「OPEN！みんなで語ろう！やまさき市長とともに」を開催し、合
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計 13名が参加し、広く市民の声を聞き、市長、教育委員会事務局と市民が意見交換

を行った。 

⑥市民には、市長部局、教育委員会が連携を行い、宝塚市全体の取組であることについ

て理解してもらうとともに、宝塚市部活動指導者育成指標を活用した子どもがいきい

きと活動できる部活動指導の在り方を実現していくための取組についても説明を行っ

た。 
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【別紙１】 
 令和 4 年(2022 年)11 月 10 日（木） 

総合教育会議 

学校教育部 学校教育課 

 

宝塚市立中学校 学校生活の決まりや約束について 

 学校生活の決まりや約束については、生徒が、卒業後のことを見据えながら、勉強に部

活動に中学生として充実した学校生活が送れることを目標として決められてきました。現

在の学校生活の決まりや約束については、これまで教師主導ではなく、生徒の意見を取り

入れるなど、生徒と教師が一緒に考えながら、毎年見直しを行い決めています。 

 今後も、生徒が充実した学校生活が送れるようになるよう、生徒が主体的に考え、見直

しを進めていきます。 

 

 

1. 宝塚第一中学校                      ・・・  P.1 

2. 宝塚中学校                        ・・・  P.3 

3. 長尾中学校                        ・・・  P.5 

4. 西谷中学校                        ・・・  P.7 

5. 宝梅中学校                        ・・・  P.9 

6. 高司中学校                        ・・・  P.11 

7. 南ひばりガ丘中学校                    ・・・  P.15 

8. 安倉中学校                        ・・・  P.17 

9. 中山五月台中学校                     ・・・  P.19 

10. 御殿山中学校                       ・・・  P.21 

11. 光ガ丘中学校                        ・・・  P.23 

12. 山手台中学校                        ・・・  P.25 
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“OPEN！ みんなで話そう！

やまさき市長とともに”

宝塚市における

中学校部活動の地域移行について

日時：令和４年10月29日(土)午後1時00分～2時30分

場所：宝塚市立教育総合センター 2階 小会議室２、３
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第１章
スポーツ庁・文化庁から示された方向性

～運動部活動の地域移行に関する検討会議（提言）より～

～文化部活動の地域移行に関する検討会議（提言）より～
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１ 部活動の意義と課題（１）

（１）意義

①自主的・主体的な参加により、責任感・連帯感を涵養、自主性を

育成する。

②人間関係の構築、自己肯定感の向上、信頼感・一体感の醸成。

（２）課題

①少子化に伴う生徒数の減少による部活動の持続可能性。

②教師にとっては大きな負担。
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１ 部活動の意義と課題（２）

（３）これまでの対応

①運動部活動・文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン

（H30.3（運動部活動）、H30.12（文化部活動））

⇒学校と地域が協働・融合したスポーツ・文化芸術環境整備

②学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について（R2.9）

⇒令和5年度以降、休日の部活動の段階的な地域移行

③中央教育審議会や国会等

⇒部活動を学校単位から地域単位の取組とする。
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２ 目指す姿

（１）少子化の中でも、将来にわたりスポーツ・文化芸術に継続して

親しむ機会を確保。

（２）学校の働き方改革を推進し、学校教育の質も向上。

（３）自発的な参画を通して「楽しさ」「喜び」を感じる。

（４）自己実現、活力のある社会と絆の強い社会創り。

（５）豊かな人間性の涵養、創造力と感性を育む。

（６）地域における文化芸術の発展を主体的に形成。

（７）部活動の意義の継承・発展、新しい価値の創出。

（８）地域の持続可能で多様な活動環境を整備し、多様な体験機会を

確保。
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３ 改革の方向性

（１）まずは、休日の部活動から段階的に地域移行していく。

（２）目標時期は、令和5年度から開始し、令和7年度末を目途とする。

（３）平日の部活動の地域移行は、できるところから取り組むことが

考えられ、地域の実情に応じた休日の地域移行の進捗状況等を検

証し、更なる改革を推進する。

（４）地域におけるスポーツ機会や文化芸術に親しむ機会の確保、生

徒の多様なニーズに合った活動機会の充実等にも着実に取り組む。

（５）地域のスポーツ団体・文化芸術団体等と学校との連携・協働を

推進する。
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４ 課題への対応

（１）地域における新たなスポーツ環境・文化芸術環境の構築

（２）スポーツ団体・文化芸術団体等の整備と支援

（３）指導者の質の保障と量の確保（教師の兼職兼業含む）

（４）活動場所の確保

（５）各種大会の在り方

（６）会費（保護者負担）の在り方

（７）保険の在り方

（８）学習指導要領を含む関連諸制度の在り方

（９）地域移行期間中の学校部活動の在り方
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第２章
本市における部活動の地域移行

～学校部活動から地域部活動へ～
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１ 本市が目指す姿

（１）将来にわたり、本市の子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に

継続して親しむことができる機会を確保する。

（２）学校教育の一環である部活動の意義を継承・発展させ、新しい

価値を創造する。

⇒宝塚市部活動指導者育成指標（指導者として備えるべき基準）

（３）地域の持続可能で多様なスポーツ環境・文化芸術環境等に親し

む環境を整備し、子どもたちの多様な体験機会を確保する。

44



２ 本市の改革の方向性

（１）まずは休日の部活動から段階的に地域移行していくことを基本

とする。

（２）目標時期は、令和5年度からモデル的に試行し、3年後の令和7年

度末を目途とする。

（３）平日の部活動の地域移行は、できるところから取り組むことが

考えられ、学校や地域の実情に応じた休日の地域移行の進捗状況

等を検証し、更なる改革を推進する。

（４）地域におけるスポーツ機会や文化芸術等に親しむ機会の確保、

生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実等にも着実に取り組

む。
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３ 今後の具体的な取組（令和4年度）

（１）生徒や教師の意向を把握し、今後の活動の内容について検討。

（２）関係者で構成する協議会を設置し、具体的に検討。

（３）教師が地域で指導に携われるよう、兼職兼業の運用を整理。

（４）各種大会の参加資格や要件を見直し。

（５）活動場所の確保。
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４ 今後の具体的な取組（令和5年度～）

①令和5年度は、モデル実施として、市内の幾つかの部活動の休日

の活動から段階的に地域移行を開始。

②令和6年度は、各中学校の部活動で１つは地域移行を開始。

③令和7年度以降は、平日の部活動も含めて順次、地域移行を拡大

を目指す。
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（参考）宝塚市立中学校の部活動（運動部）

学校名 野球 ｻｯｶｰ
ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹ

男子

ﾊﾞｽｹ

女子

ｿﾃﾆｽ

男子

ｿﾃﾆｽ

女子

硬式

ﾃﾆｽ

ﾊﾞﾚｰ

男子

ﾊﾞﾚｰ

女子

卓球

男子

卓球

女子
陸上 剣道 柔道

宝一中 28 23 13 33 11 38 30 ― ― 27 32 26 63 ― ―

宝塚中 10 34 17 31 20 41 36 ― ― 23 36 30 ― 8 17

長尾中 44 38 25 59 31 ― ― ― ― 36 80 59 ― ― 4

西谷中
― ― ― ― ― 10 ― ― ― ― ― 17 ― ―

宝梅中 36 28 33 23 36 80

高司中 18 14 ― 27 24 33 27 ― ― 11 ― 27 31 ― ―

南ひ中 27 39 32 26 45 15 102 17

安倉中 11 22 18 35 31 24 48 ― ― ― 17 ― 33 ― 6

中五中 24 5 23 21 18 28 22

御殿中 21 21 ― 30 17 53 34 ― ― 22 18 26 72 ― 28

光丘中 26 19 ― 30 29 35 31 ― 23 33 ― ― 48 ― ―

山手中 43 33 ― 37 27 21 45 男24
― ― 41 94 ―

―

（人数）
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（参考）宝塚市立中学校の部活動（文化部）

学校名 吹奏楽 ｺｰﾗｽ 美術 放送 茶道 茶華道 手作り 理科 化学 琴 ﾊﾟｿｺﾝ

宝一中 30 ― 39 ― 16 ― 16 ― ― ― ―

宝塚中 29 ― 29 20 8 ― ― ― 24 ― ―

長尾中 55 ― 56 ― ― ― 39 ― ― ― ―

西谷中 4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

宝梅中 50 ― 32 46 ― ― 10 ― ― ― ―

高司中 24 ― 28 ― ― ― ― ― ― ― ―

南ひ中 48 ― 36 28 ― 16 ― ― ― ― ―

安倉中 40 ― 28 ― ― 19 ― ― ― ― ―

中五中 33 ― 9 16 ― ― ― ― ― ― ―

御殿中 51 24 29 ― ― ― ― ― ― 19 25

光丘中 50 ― 19 21 ― ― ― 18 ― ― ―

山手中 45 ― 47 ― ― ― ― ― ― ― ―

（人数）
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（参考）宝塚市立中学校の部活動（総括）

学校名 生徒数
運動

部数
運動
部員数

運動部

員割合

文化

部数
文化
部員数

文化部

員割合

部数

計

部員

計

部員

割合

無所属

人数

無所属

割合

宝一中 504 11 324 64.3% 4 101 20.0% 15 425 84.3% 79 15.7%

宝塚中 514 12 303 59.0% 5 110 21.4% 17 413 80.4% 101 19.6%

長尾中 642 9 376 58.6% 3 150 23.3% 12 526 81.9% 116 18.1%

西谷中 39 2 27 69.2% 1 4 10.3% 3 31 79.5% 8 20.5%

宝梅中 449 6 236 52.6% 4 138 30.7% 10 374 83.3% 75 16.7%

高司中 334 9 212 63.5% 2 52 15.5% 11 264 79.0% 70 21.0%

南ひ中 511 8 303 59.3% 4 128 25.0% 12 431 84.3% 80 15.7%

安倉中 457 10 245 53.6% 3 87 19.0% 13 332 72.6% 125 27.4%

中五中 235 7 141 60.0% 3 58 24.7% 10 199 84.7% 36 15.3%

御殿中 579 11 342 59.1% 5 148 25.5% 16 490 84.6% 89 15.4%

光丘中 451 9 274 60.8% 4 108 23.9% 13 382 84.7% 69 15.3%

山手中 555 9 365 65.8% 2 92 16.6% 11 457 82.4% 98 17.6%

合計 5,270 103 3,148 59.7% 40 1,176 22.3% 143 4,324 82.0% 946 18.0%

（人数）
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テーマ：「宝塚市における中学校部活動の地域移行について」

1

・３年後の完成形をイメージしていますが、学校は施設を貸すだけ、指導は外部指導員というのが、教員の方の負担軽減という

見地からはベストですが、多々問題がある。

１．人事コントロールセンターがいる。

２．指導員が休んだ時、来れない曜日、引率２名いる時など、フォローする人がいる。

　　最後のフォローは、やはり、教員の方にしてもらう必要がある。指導できない方でも、安全監視だけでもよい。

３．指導員には、個人の情報が必要。家庭環境とか。問題行動とか。

４．指導員の監視も必要。活動時間の長短。指導内容。暴言。生徒・保護者との連絡

　　（指導者が、生徒、保護者と直接、電話、メールしてよいか？）

・部活をやりたい先生には、引き続きやってもらうというのに個人的には賛成ですが、ネットで、一部の先生から（部活したく

ない派の方と思われる）「部活時間を取るために、本来の仕事の手を抜く不公平感を感じる」という投稿を見ました。

2
地域移行に対して、アシスタントマネジャー講習で？かかった

他の地域とは違い、今から考えられるんだ、と少しがっかりしました。

3
様々な立場の方のご意見をお聞きし、大変有意義なひとときでした

また市長のお考えもお聞きでき、今後の自分の市民としての参画の仕方も考えることができました、ありがとうございました

4

部活動の地域移行へのシステムがよく理解出来ました。有難うございます。地域のまちづくり協議会にも参加させて頂いたこと

があります。自治会の役員、民生委員などが出席者でした。小・中・高の保護者にも積極的に出席頂けたら良いのではと考えま

す。各々な境遇の中にいる子供達も平等に部活動に積極的に参加できますことを強く希望いたします。

5
学校、地域、関係者にある程度の理解していただかないと混乱する元になるので、しっかり周知する必要があると思います

子供達を無視したやり方は無理がある。無理にするのでなく、急がなくて良いので検討してほしい

6
問題は多いですが、関わる皆さんが、子ども達にとって、一番良い方向へ考えて頂きたいと思います。

「子ども達の健全な心身の成長！」を忘れずに！

7
色々な皆様の話しが聞けて良かったです。

R5年春からのモデル校として始動させてもらえるように、○○○さんをよろしくお願い致します。

8 もっと時間をかけてほしいと感じました。協議会を立ち上げてからも、こういった機会をつくってほしいです。

9
とても有意義な会でした。市長さんありがとうございます。○○中サッカー部の指導がんばります。

宝塚のモデルケースになります！！

【別紙２】
令和4年（2022年）11月10日（木）

総合教育会議資料
学校教育部　学校教育課

広報たからづか　3人　　　　　市広報板　　0人　　　　　ホームページ　0人

チラシ・ポスター　0人　　知人・友人から　6人　　その他（体育協会、スポーツ振興課から）4人

3　今回、参加されてみていかがでしたか。

とても良かった　6人　　良かった　7人　　あまり良くなかった　0人　　良くなかった　0人

4　今回の「OPEN!みんなで話そう！やまさき市長とともに」について

　  感想・ご意見などございましたら、ご記入をお願いします。

2　「OPEN!みんなで話そう！やまさき市長とともに」の開催は何で知りましたか。

令和4年度　第2回「OPEN!みんなで話そう！やまさき市長とともに」アンケート結果

日時・場所：令和4年10月29日（土）13：00～14：30　宝塚市立教育総合センター

アンケート対象者：13名　アンケート回答者：13名（回答率100％）

～20代　0人 　 30代　1人 　40代　3人 　50代　3人　 60代　5人　 70代　1人　 80代～　0人

1　あなたの年代を教えてください。
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